
 

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

 

  

 

 

 

 

№１８７ 

令和６年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口  TEL 922-2461） 

人 口 14,076 世帯数 7,034  

（令和６年 9 月 1 日現在） 

１０月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  
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【大歳地区         の行事予定】 
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大歳のエトセトラ １３０ 

 

大内氏と対外貿易３ 寧波
ニンポー

の乱 

朝鮮貿易が倭寇ではないと確認できれば、貿易への参加が可能であったのに比べ、明との貿易は国家間の不平

等な朝貢貿易という形式をとる厳しい制約下にありました。日本国王たる将軍が明の皇帝に貢物をもって挨拶に

行き、皇帝から多大な下配品を賜るという形式を踏んだ貿易で、十年ごとに貢物をもって訪れる「十年一貢」が

後期の対明貿易の原則でした。勘合貿易と言われた貿易は皇帝の代替わり毎に下配される百枚の勘合符から一隻

１枚を持参することが必要で、勘合符は貿易許可証というより、国王使節の証明書というべき役割を果たしてい

ました。船は上海の南の寧波に入り、そこから北京へ行って、皇帝に拝謁するという⾧い距離と時間をかけたも

のでした。それでも大きな利益が上がるのですから、将軍から勘合符を得て参加しようとする大名が争い、応仁

の乱後は堺を支配した細川氏と博多を握る大内氏にしぼられてきました。 

1523 年 4 月、現在の皇帝の発行した正徳の勘合符を持った大内氏の使船三隻が寧波に到着しました。ところが

数日後、もはや有効とは言えない先代皇帝の弘治の勘合符を持った１隻の細川氏の使船が到着。だが後から到着

した細川氏が先に上陸を許可され、歓迎の席でも細川氏が上位にすわるという不当な扱いが行われ、大内氏の使

節団は厳しく抗議しますが、正論より賄賂が優先する明の役人の対応はかわりません。このまま北京に行けば、

「十年一貢」の原則に従って、細川氏が使節と認められ、大内氏は海賊行為を行った不法者とされかねません。 

ここで異様に感じるのは細川氏の副使・宋素卿の役割です。明の役人が賄賂に弱く、無理難題もわいろで切り

抜けられると見通したような細川氏の姿勢を演出した張本人です。明から日本に流れてきて、商人として上り詰

めた彼の上昇志向が、この急ごしらえの使節団を生み出したともいえます。窮地に立った大内氏の決断もまた異

様でした。官戸を襲い、武器を取り戻して、明の役所と細川氏の船を襲って焼き払い、逃げた宋素卿を追って紹

興まで行き、役所を襲い、民家を焼き払い、海上に逃亡するというまさに倭寇と同様の行為に及びます。この正

論を掲げて、わいろに目のくらんだ

役人の不法をただしたという暴力行

為は貿易規制に不満な勢力を励まし、

後期倭寇がここから始まるとされる

こととなります。琉球王国の仲介で

明との交渉が進められ、以後、２度

ほど大内氏のみが勘合貿易を行える

こととなりましたが、ヨーロッパ勢

力の進出が勘合貿易システムに終止

符をうつこととなります。1543 年王

直の私貿易船が種子島について、同

乗していたポルトガル人が鉄砲を伝

えた話は、当時の私貿易の広がりを

良く示しています。 

（大歳史談会 文責：武波義明） 

 
吉敷・凌雲寺跡の大内義興（寧波の乱時の大内家当主）の墓 

 


